
多様な主体が共に工夫していく仕組み

Win-Winの関係をつくっていこうE 1

様々な地域課題に対応していくためには、その内容によって地域（住民）だけでなく、行政や学校・企業など
との協力・連携のもとで工夫や試行を重ね、地域に合った新しい活動へと整えていくこと、いわゆる「共創」
が大切になってくると思われます。

共創の時代には、地域、行政、学校・企業などの関係者がそれぞれの立場を認め合い、知恵を出し合いながら、
共に行動していくことが重要です。

ヒント

● 多様な共創型での新しい取り組み

参考事例11（P.56） 「多様な主体の参画による地域・まちづくり」

多様な主体のアイデアの実験から実践へE 2

共感できる地域環境や地域資源を活かしていく個性的な取り組みにチャレンジし、実践へとつなげていくために
は、産官学民の連携・協働を進めていくことが効果的です。

ヒント

● 産官学民の連携で実践力アップ

参考事例12（P.58） 「地域資源を活かし、大学、民間と連携したまちづくり」

行政
自治体

住民 学校
企業

● 現行制度内での柔軟な支援
● 新規事業化への試行

● 施設と技術の活用
● 新規ビジネス
● 地域貢献

● 自己責任と主体性
● 企画・実践

仕組みづくりヒント E

「これからの仕組みづくりの5つのヒント」について、参考になる取り組み12事例を紹介します。
各事例については、「仕組みづくり」の３つのポイント（チーム／プロセス／ツール）の特徴、取り組みを
実施するに至った「背景・目的」、「実施内容」について参考になる点を記載しました。

仕組みづくりヒント事例
地域活動の

①チーム（体制）、②プロセス（手順）、
③ツール（手法）のどのような点が参考
になるかを示しています

「取り組み」の内容、
「取り組み主体」に
 ついて示しています

取り組みを実施するに
至った「背景」と「目的」
を示しています

実施した内容について
工夫したり、留意した
「実施のポイント」を
示しています

参考となる資料や
取り組みの様子（写真）を
示しています

実施した内容の
「ねらい」について
示しています

仕組みづくりポイント

実施したことで分かった「効果」と「今後
の課題」について示しています

（愛知県岡崎市、龍田地区周辺住民組織、自治会、民間事業者、NPOなど）

（湘南ひらつか・ゆるぎ地区活性化にむけた協議会）

34 35



- 2.0  

0.0  

2.0  

4.0  
道路・河川の維持管理 

地域内の美化・環境保全

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝの確保、ﾙｰﾙの徹底 農地や河川の維持管理

空き家・空き地の有効利用

Q16：環境保全・美化 (全体) 

満足度 重要度 差 

0.0  

2.0  

4.0  

見守り、ﾊﾟﾄﾛｰﾙなど、防犯・
安全を支える活動 

防火・救命など、
消防活動

避難訓練・連絡体制など、防災活動

見守りや登下校旗振りなど、
交通安全活動

Q16：防犯・防災(全体)  

満足度 重要度 差 

仕組みづくりPoint

暮らしと地域活動に関するアンケート

自治会活動、地域活動への参加者や協力者が減少かつ固定化している状況を鑑み、地域の様々な世代の人達が暮らし
や地域活動について感じていること、地域活動への参加・協力していく気持ちを持っているかを改めて聞いて、これから
の活動・行事、協力体制を検討するための基礎資料にしていきます。

地域活動への関心度や世代の違いにより意識や参画の可能
性に差異があるかを把握し、今後の情報発信の手段や、活動
の見直し点を共有する。

アンケートの依頼文

世代を超えた声・潜在的な声を把握しよう

背景・目的

実施内容

ねらい

● 団体役員だけでなく、地域活動に関心が少ない人
たちや若い世代の声を把握できた。

● ちいき情報局などのHPでの活動紹介と合わせて
アンケートを継続的に実施することが課題になる。

① アンケート対象
中学生以上の世帯全員

② アンケート設問の意図と活用
● 情報発信・周知

→効果的なツール、オンライン活用確認
● 地域の認識（良いところ）

→活かす資源／資産の確認
● 地域活動への関与レベル、満足度と重要度

→これから必要とされる活動のチェック
● 地域活動への参画の可能性

→担い手の発掘

実施のポイント

効果と今後の課題

アンケートの概要

見える化 ・ 説明の工夫（結果のグラフ化）

A

B

C

D

E

連合自治会中心に
各種団体の協力

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

多世代に聞く
結果を共有する
目標を掲げる

3 ツール（方法）

住民アンケート
見える化（グラフ化）
HPからの発信

取り組み主体 ： 横内連合自治会

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

A1

参考
事例 1

地域情報を得る媒体 地域活動への関心や参加希望

地域の活動・事業についての満足度・重要度

17.4%  

29.0%  

70.9%  
78.6%  

91.5%  

74.9%  

39.1%  
45.2%  

31.6%  
25.7%  

11.1%  

23.7%  

0.0%

20.0%  

40.0%  

60.0%  

80.0%  

100.0%  

10代 20代 30～49歳 50～69歳 70歳以上 全体 

Q7：地域情報を得る媒体 

回覧板 公民館だより 平塚市広報 ちいき情報局 ﾀｳﾝ誌 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ﾃﾚﾋﾞ ﾗｼﾞｵ SNS よこうち愛 井戸端会議 その他 

17.4%  

6.7%

15.5%  
11.7%  

24.3%  
16.9%  

26.1%  

40.0%  
43.7%  46.7%  49.3%  

45.5%  

0.0%

10.0%  

20.0%  

30.0%  

40.0%  

50.0%  

60.0%  

10代 20代 30～49歳 50～69歳 70歳以上 全体 

Q11：地域活動への関心や、参加希望 

関心がある 関心がある 関心はない 関心はない

・全体では回覧板が75%と最多
・10～20代はインターネットでの情報取得が主
・30代以上は、広報ひらつか、公民館だより、タウン誌も利用

・「ゴミステーション確保／ルール徹底」の満足度は低く、重要度は非常に高い ・全体として、重要度に比べると現状の満足度は低い

・「関心があり、積極的に参加」は17%、70代以上、
次いで10代、30～49歳代

・「関心あるが積極的に参加」は46%、潜在的な参加可能性あり

問15）横内地域様々な活動・事業についてのあなたの満足度（今の取り組みに満足しているか）と、
　　   重要度（これからはこれが大切である）を、それぞれ5段階で評価してください。

※左の回答例のように、項目ごとに
「満足度」と「重要度」の欄に1つずつ

　◯をつけてください。

評価項目 

活動・事業項目 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

1．地域内の付き合いについて 〇 〇 

2．道路や河川の清掃など、地域内
の美化・環境保全について 〇 〇 

3．防火・救命・避難訓練・連絡体
制など、防災・消防活動について 〇 〇 

4．見回りなど、防犯・交通安全活
動について 〇 〇 

5．公園や公民館などの維持管理に
ついて 〇 〇 
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- 2.0

0.0  

2.0  

4.0  
道路・河川の維持管理 

地域内の美化・環境保全 

ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝの確保、ﾙｰﾙの徹底 農地や河川の維持管理

空き家・空き地の有効利用 

Q16：環境保全・美化 (全体) 

満足度 重要度 差 

 

0.0  

2.0  

4.0  

見守り、ﾊﾟﾄﾛｰﾙなど、防犯・
安全を支える活動 

防火・救命など、
消防活動

避難訓練・連絡体制など、防災活動

見守りや登下校旗振りなど、
交通安全活動

Q16：防犯・防災(全体)  

満足度 重要度 差 

 仕組みづくりPoint

暮らしと地域活動に関するアンケート

自治会活動、地域活動への参加者や協力者が減少かつ固定化している状況を鑑み、地域の様々な世代の人達が暮らし
や地域活動について感じていること、地域活動への参加・協力していく気持ちを持っているかを改めて聞いて、これから
の活動・行事、協力体制を検討するための基礎資料にしていきます。

地域活動への関心度や世代の違いにより意識や参画の可能
性に差異があるかを把握し、今後の情報発信の手段や、活動
の見直し点を共有する。

アンケートの依頼文

世代を超えた声・潜在的な声を把握しよう

背景・目的

実施内容

ねらい

● 団体役員だけでなく、地域活動に関心が少ない人
　 たちや若い世代の声を把握できた。

● ちいき情報局などのHPでの活動紹介と合わせて
 アンケートを継続的に実施することが課題になる。

① アンケート対象
　 中学生以上の世帯全員

② アンケート設問の意図と活用
● 情報発信・周知

→効果的なツール、オンライン活用確認
● 地域の認識（良いところ）

→活かす資源／資産の確認
● 地域活動への関与レベル、満足度と重要度

→これから必要とされる活動のチェック
● 地域活動への参画の可能性

→担い手の発掘

実施のポイント

効果と今後の課題

アンケートの概要

見える化 ・ 説明の工夫（結果のグラフ化）

A

B

C

D

E

連合自治会中心に
各種団体の協力

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

多世代に聞く
結果を共有する
目標を掲げる

3 ツール（方法）

住民アンケート
見える化（グラフ化）
HPからの発信

取り組み主体 ： 横内連合自治会

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

A1

参考
事例 1

地域情報を得る媒体 地域活動への関心や参加希望

地域の活動・事業についての満足度・重要度

 

17.4%  

29.0%  

70.9%  
78.6%  

91.5%  

74.9%  

39.1%  
45.2%  

31.6%  
25.7%  

11.1%  

23.7%  

0.0%  

20.0%  

40.0%  

60.0%  

80.0%  

100.0%  

10代 20代 30～49歳 50～69歳 70歳以上 全体 

Q7：地域情報を得る媒体 

     

    

回覧板 公民館だより 平塚市広報 ちいき情報局 ﾀｳﾝ誌 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ﾃﾚﾋﾞ ﾗｼﾞｵ SNS よこうち愛 井戸端会議 その他 

17.4%  

6.7%  

15.5%  
11.7%  

24.3%  
16.9%  

26.1%  

40.0%  
43.7%  46.7%  49.3%  

45.5%  

0.0%  

10.0%  

20.0%  

30.0%  

40.0%  

50.0%  

60.0%  

10代 20代 30～49歳 50～69歳 70歳以上 全体 

Q11：地域活動への関心や、参加希望 

関心がある 関心がある 関心はない 関心はない

・全体では回覧板が75%と最多
・10～20代はインターネットでの情報取得が主
・30代以上は、広報ひらつか、公民館だより、タウン誌も利用

・「ゴミステーション確保／ルール徹底」の満足度は低く、重要度は非常に高い ・全体として、重要度に比べると現状の満足度は低い

・「関心があり、積極的に参加」は17%、70代以上、
　 次いで10代、30～49歳代
・「関心あるが積極的に参加」は46%、潜在的な参加可能性あり

問15）横内地域様々な活動・事業についてのあなたの満足度（今の取り組みに満足しているか）と、
　　   重要度（これからはこれが大切である）を、それぞれ5段階で評価してください。

※左の回答例のように、項目ごとに
「満足度」と「重要度」の欄に1つずつ

◯をつけてください。

評価項目 

活動・事業項目 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

1．地域内の付き合いについて 〇 〇 

2．道路や河川の清掃など、地域内
の美化・環境保全について 〇 〇 

3．防火・救命・避難訓練・連絡体
制など、防災・消防活動について 〇 〇 

4．見回りなど、防犯・交通安全活
動について 〇 〇 

5．公園や公民館などの維持管理に
ついて 〇 〇 
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A

B

C

D

E

仕
組
み
づ
く
り
ヒ
ン
ト

 仕組みづくりPoint

LaLa 湘南平塚コモンズ自治会は多少距離が離れたマンションと戸建て住宅から構成され、それぞれの住環境や年齢層
に差があることから活動の内容や方法を工夫しています。イベントを中心に活動していますが、高齢者層の参加が少な
いことなどの課題もあり、これらの課題を解消して誰でも参加できるような活動を目指しています。

地域住民の声を幅広く聞くために、イベントに併せて簡単な
インタビュー・アンケートを実施し、今後の自治会活動へ反
映する。

（写真1）「防災＆ミニレク」イベント風景

世代を超えた声・潜在的な声を把握しよう

背景・目的

実施内容

ねらい

① 調査者及び回答者の双方に負担を掛けない
　 →自治会イベント開催に併せて実施（写真1）

② 回答者には気軽に回答してもらう
　→設問は３つ、回答は選択肢の中からこれと
　　思うものにシールを貼付ける方式（図１）（写真４）

　　※街角インタビューで見かけるもの

③ アンケート内容は身近で簡単なものに
　→「この場所の良いところ」「必要と思われること」
          などについて、直感で答えられるもの（図１）

④ 幅広く多くの人に答えてもらう
　→イベント会場にアンケートブースを設け、説明・
　　呼び込み者を用意（写真２）(写真３）

⑤ 結果のまとめ
　→グラフ化、見やすくして関係者と共有（図２）

検討・実施のポイント

イベント時に
気軽に声を聞く

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

多世代に聞く
結果を共有する
目標を掲げる

3 ツール（方法）

インタビュー/シール表示
見える化（グラフ化）
HPからの発信

A1

（写真2）アンケート調査風景

（写真4）アンケート調査結果（写真3）アンケート調査風景

● 簡単な方法であり、調査者及び回答者の負担が少ない。
　 本事例の場合：準備1日、実施1日、まとめ1日

● 本例では回答者の大部分がイベント参加者であるので、
　 データに偏りが出る可能性がある。

協力者・団体 ： 平塚市協働推進課、東海大学、湘南NPOサポートセンター

効果と今後の課題

（図2）結果のグラフ化

（図1）設問と回答選択肢

1. 住まい地域の良いところは何ですか？
回答選択肢：8

2. 地域として必要と思われるのは何ですか？
回答選択肢：7

3. 自治会活動についてお聞きします。
回答選択肢：3

【回答例】 ２．地域として必要と思われることは何ですか？

■ 子ども対応（見守り、遊び場所、交流機会など）

■ 防災（訓練や避難場所など）

■ 安全・安心（登校の旗振り、パトロールなど）

■ 健康・交流（軽スポーツやゲームを通じた住民のふれあいなど）

子ども対応（22%）、防災（22%）、安全・安心（22％）が同率でトップ３である。安全・安心の内容としても子

どもに関することも含まれており、地域の関心事としては、子どもの安全・安心が最も大きいことが分かる。

高齢者対応（5％）が7つの選択肢の中で最も比率が低かった。

簡単な調査方法に向いている

詳細、多設問には向かない

幅広く住民の声を聞くアンケート
取り組み主体 ： LaLa湘南平塚コモンズ自治会

参考
事例 2

5%
9%

9%

11%

22%
22%

22%
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り
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ト

 仕組みづくりPoint

LaLa 湘南平塚コモンズ自治会は多少距離が離れたマンションと戸建て住宅から構成され、それぞれの住環境や年齢層
に差があることから活動の内容や方法を工夫しています。イベントを中心に活動していますが、高齢者層の参加が少な
いことなどの課題もあり、これらの課題を解消して誰でも参加できるような活動を目指しています。

地域住民の声を幅広く聞くために、イベントに併せて簡単な
インタビュー・アンケートを実施し、今後の自治会活動へ反
映する。

（写真1）「防災＆ミニレク」イベント風景

世代を超えた声・潜在的な声を把握しよう

背景・目的

実施内容

ねらい

① 調査者及び回答者の双方に負担を掛けない
　 →自治会イベント開催に併せて実施（写真1）

② 回答者には気軽に回答してもらう
　→設問は３つ、回答は選択肢の中からこれと
　　思うものにシールを貼付ける方式（図１）（写真４）

　　※街角インタビューで見かけるもの

③ アンケート内容は身近で簡単なものに
　→「この場所の良いところ」「必要と思われること」
          などについて、直感で答えられるもの（図１）

④ 幅広く多くの人に答えてもらう
　→イベント会場にアンケートブースを設け、説明・
　　呼び込み者を用意（写真２）(写真３）

⑤ 結果のまとめ
　→グラフ化、見やすくして関係者と共有（図２）

検討・実施のポイント

イベント時に
気軽に声を聞く

1 チーム（体制） 2 プロセス（手順）

多世代に聞く
結果を共有する
目標を掲げる

3 ツール（方法）

インタビュー/シール表示
見える化（グラフ化）
HPからの発信

A1

（写真2）アンケート調査風景

（写真4）アンケート調査結果（写真3）アンケート調査風景

● 簡単な方法であり、調査者及び回答者の負担が少ない。
　 本事例の場合：準備1日、実施1日、まとめ1日

● 本例では回答者の大部分がイベント参加者であるので、
　 データに偏りが出る可能性がある。

協力者・団体 ： 平塚市協働推進課、東海大学、湘南NPOサポートセンター

効果と今後の課題

（図2）結果のグラフ化

（図1）設問と回答選択肢

1. 住まい地域の良いところは何ですか？
回答選択肢：8

2. 地域として必要と思われるのは何ですか？
回答選択肢：7

3. 自治会活動についてお聞きします。
回答選択肢：3

【回答例】 ２．地域として必要と思われることは何ですか？

■ 子ども対応（見守り、遊び場所、交流機会など）

■ 防災（訓練や避難場所など）

■ 安全・安心（登校の旗振り、パトロールなど）

■ 健康・交流（軽スポーツやゲームを通じた住民のふれあいなど）

子ども対応（22%）、防災（22%）、安全・安心（22％）が同率でトップ３である。安全・安心の内容としても子

どもに関することも含まれており、地域の関心事としては、子どもの安全・安心が最も大きいことが分かる。

高齢者対応（5％）が7つの選択肢の中で最も比率が低かった。

簡単な調査方法に向いている

詳細、多設問には向かない

幅広く住民の声を聞くアンケート
取り組み主体 ： LaLa湘南平塚コモンズ自治会
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